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研究成果の概要（和文）：糖尿病患者に発症する皮膚潰瘍は、しばしば潰瘍化し治療に難渋する。従って糖尿病
皮膚難治性潰瘍に対する新規治療法の開発は、最近注目を浴びてきたものの、「創傷がない糖尿病皮膚」の病態
の解析はほとんど行われていなかった。そこで高血糖が主病態である1型糖尿病マウスを用いて、皮膚の機能び
分子生物学的解析を行った。
その結果、糖尿病マウスは創がない状態でもバリア機能がすでに破綻し、皮膚の増殖および分化を制御する遺伝
子の異常が観察された。本研究により、「創傷が生じていなくても高血糖に暴露された皮膚は病態異常が起こっ
ており、難治性潰瘍の基盤となる」という新たな事実がわかった。

研究成果の概要（英文）：Diabetes causes skin complications, including xerosis and foot ulcers. 
Ulcers complicated by infections exacerbate skin conditions, and in severe cases, limb/toe 
amputations are required to prevent the development of sepsis. In the present study, we demonstrated
 that hyperglycemia induces skin barrier dysfunction with alterations of epidermal integrity, using 
non-wounded skin of type 1 diabetic mice. Disrupted homeostasis in the non-wounded skin could be the
 underlying mechanisms of non-healing diabetic skin complications.

研究分野：創傷治癒学
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１．研究開始当初の背景 
糖尿病患者に発症する皮膚潰瘍は、しばしば
潰瘍化し治療に難渋する。従って糖尿病皮膚
難治性潰瘍に対する新規治療法の開発は、最
近注目を浴びてきたものの、「創傷がない糖
尿病皮膚」の病態の解析はほとんど行われて
いなかった。 
２．研究の目的 
高血糖が皮膚に及ぼす病態変化を明らかに
する。 
３．研究の方法 
高血糖が主病態である 1型糖尿病マウスを用
いて、創がない皮膚の機能び分子生物学的解
析を行った。 
４．研究成果 
糖尿病マウスは創がない状態でもバリア機
能がすでに破綻し、皮膚の増殖および分化を
制御する遺伝子の異常が観察された。 
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